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【まえがき】

平成26年第１回定例会におきまして、平成26年度の予算案をはじめ、

関係諸議案のご審議をお願いするにあたり、私の所信の一端と新年度の

予算や主要な施策の概要を申し上げ、議員各位並びに市民の皆様のご理

解とご協力を賜りたいと思います。

【市政運営の基本的な考え】

はじめに、市政運営の基本的な考えを述べさせていただきます。

「市民生活に直結する基礎自治体こそ国を支え、そして基礎自治体か

ら国を変えていく」という信念の下、私は、これまで市政運営に全力を

尽くしてまいりました。

この間、国においては、２度の政権交代がある中で、地方分権改革に

おいて、一定の成果はあったと認識していますが、私は、地方自治体の

長として、「地方自治の使命と効率性」に加えて、「公共のあり方」につ

いて、北欧型やアメリカ型のＮＰＭ（ニュー・パブリック・マネジメン

ト）を研究しながら、実践してきました。

また、郷土博物館の建設時における100人規模の市民委員会や、第２期

基本計画の策定時における200人を超える市民会議の開催など、これまで

にない大規模な市民参加と市民協働を実践し、協働のまちづくりの基礎

を築くとともに、市民参加推進条例の制定や、うらやす市民大学の開校、

さらには協働事業提案制度の創設など、多様な市民参加や市民協働の取

り組みを展開してきました。

そして、平成23年３月11日に発生した東日本大震災では、人と人との

絆が織り成す安心を享受できる豊かな地域コミュニティを醸成すること

や、災害に強く災害時でも自立した生活が可能な都市基盤や生活システ

ムを構築することの重要性を改めて認識したところです。
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私は、市政運営に最善を尽くす中で、この浦安市が、これからも都市

間競争に勝ち抜き、持続可能な都市として安定した成長を続けていくた

めには、今こそ、その礎をさらに強靭なものにしていく必要があると確

信しました。

そこで、平成26年度の予算編成にあたっては、財政調整基金を積極的

に活用し、一般会計と特別会計を合わせて過去最大となる1,000億円を超

える、大胆かつ戦略的な財政出動を行う決断をしました。

正念場となる復旧・復興の推進や少子高齢化の進展など、社会的課題

への対応に加え、この浦安の高いポテンシャルを活かして、新たな価値

や魅力を高める先進的な政策を創造し、展開していくことに怯むことな

く挑戦し、再び、「人が輝き躍動するまち・浦安」の実現に向けて取り組

んでいくことが、首長である私に課せられた大きな使命であると認識し

ております。

間もなく、東日本大震災から３年目を迎えようとしています。復旧・

復興事業につきましては、平成24年度当初、平成32年度までの全体事業

費を550億円と見積もりましたが、災害復旧事業の査定対象外の事業や、

地籍調査関連事業などに追加調査が生じたことから、40億円の増額とな

り、現時点では590億円と見込んでいます。

平成26年度は、平成25年度からの繰越し見込み分105億円と合わせて、

213億円の事業を行うこととなります。このことは、下水道工事に例えて

言えば、震災以前と比べると、約100倍の事業費を執行することになりま

す。

まさに、平成26年度を正念場の年ととらえ、執行体制を充実しながら、

復旧・復興事業費590億円に対し、約80％の進捗を目指します。

道路については、災害時の緊急物資の輸送などを行えるよう、引き続

き、緊急輸送路に指定されている幹線道路の復旧と液状化対策を行いま

す。

また、戸建住宅街区では、道路や宅地の境界確定と街区内道路の復旧

を連携させながら進めます。
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さらに、震災により被害を受けた、シンボルロードの緑道部の舗装や

水路の再整備に取り組みます。

下水道については、引き続き災害復旧を行うとともに、被災していな

い施設については、下水道総合地震対策整備計画に基づき、耐震化が必

要な施設を特定するため、管路施設の耐震診断を行います。

また、災害時の避難場所となる学校施設校庭の液状化対策を推進する

ため、明海中学校校庭の液状化対策工事を実施します。

さらに、道路等と宅地の一体的な液状化対策、いわゆる復興交付金制

度の市街地液状化対策事業については、復興交付金制度が創設され、市

街地液状化対策事業の事業概要について国土交通省から説明を受けた時

に、関係権利者の合意形成に加えて自己負担という面で非常に懐疑的な

印象を持ちました。

その後、学識者などによる液状化対策実現可能性技術検討委員会から、

液状化対策について提言を受け、市においても技術的な検証を実施しま

した。

この結果、格子状地中壁工法による液状化対策を行うことが、本市に

とって最も適正であると判断し、平成25年４月24日に開催した「市街地

液状化対策事業説明会」において、市民の皆様に、これまでの検討結果

や市独自の支援策等について、お示しさせていただいたところです。

この日を皮切りに、これまでに、自治会単位での説明会や地区ごとの

勉強会を150回あまり実施し、鋭意事業化に向けた合意形成に努めてまい

りました。

最終的に、勉強会が組織された地区は16を数えますが、この内の５地

区について、合意形成の確認作業が実施され、その全てで、90％を超え

る高い合意形成に至り、この事業を推進したい旨の要望書をいただき、

市民の液状化対策への思いの強さを実感したところです。

現在、これら５地区について、最終的な合意形成の確認作業を進めて

いるところですが、平成26年度については、これらの地区を含め、合意

形成の確認を終了した地区から逐次、事業の具体化に向けた「液状化対

策事業計画案」の策定に着手します。
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また、全国的に年々深刻さを増している少子高齢化問題については、

最も若いまちといわれている本市も例外ではありません。この問題に真

摯に向き合い、積極的に取り組んでまいります。

中でも、私が今、最大の課題だと思っているのは、少子化対策です。

平成23年の国土交通省の「国土の長期展望」中間とりまとめによると、

平成16年（2004年）に１億2,784万人だった人口が、平成62年（2050年）

には9,515万人と１億人を下回り、2100年には高位推計で6,407万人、中

位推計で4,771万人、低位推計では何と3,770万人まで減少するという、

衝撃的な予測が示されています。

さらには、少子化がもたらす人口減により、地方では就労の場が無く

なり、就労する場を求め、特に若い世代を中心に、東京圏をはじめとす

る大都市圏に日本全体の人口が吸い寄せられ、まず地方都市が消滅し、

最終的には大都市圏も消滅していくという、少子化問題の深刻さを鮮烈

に問題提起した「極点社会」という概念が注目を集めています。

本市でも、平成16年から震災後の平成23年までは、概ね１万人程度で

推移していた未就学児が、総人口が増加しているにも関わらず、平成25

年には９千人を割り込むまで減少しており、合計特殊出生率においても、

平成24年時点で1.04と、千葉県の1.31、全国の1.41を大きく下回る状態

が続いています。

一時は、各学年200名を超す児童が在籍した入船北小学校では、現在、

全学年が一クラスとなり、とりわけ１年生と６年生では20名、さらに未

就学児も２歳児は22名、４歳児が21名と、こどもたちが極端に減少して

いることから、平成27年度に、入船北小学校を廃校し、入船南小学校と

統合するという形となってあらわれてきており、既に本市においても、

私たちの想像以上に、少子化問題が深刻化しています。

少子化対策は、一地域社会の未来だけではなく、日本の次代を担いき

れるか、大事な日本の行く末を考える上で、将来推計を睨みながら真剣

に考えなければならない喫緊の問題であると思っています。
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本来、国が責任を持って実施する重要な政策の一つですが、現実的に

は、少子化対策がなかなか進まないことから、基礎自治体である本市が、

率先して有効な少子化対策に取り組み、情報を発信することで、多くの

自治体が少子化に対峙し、ひいては国全体の意識を変えていくことが、

重要であると考えています。

このような中、内閣府と厚生労働省から、妊娠、出産、子育てまでを

切れ目なく支援するフィンランドのネウボラをヒントとした新たな少子

化対策の先進モデル都市として、本市に熱い視線が向けられており、本

市としても、国の意向を酌み、協力しながら、出会い、結婚から子育て

まで、切れ目のない支援に積極的に取り組んでまいります。

私は、新年早々から、子育て中のお母さんたちや保育園・幼稚園など

の子育ての第一線で働く方々、さらには子育てを支援するＮＰＯの方々

と議論を始めており、全国自治体の先進モデルとなるよう、新たに「少

子化対策基金」を創設するとともに、実効性のある具体的な施策に取り

組んでまいります。

一方、高齢化の進展も非常に大きな問題です。

浦安市も昨年の７月に、高齢化率が14％を超え、高齢化社会からいよ

いよ本格的な高齢社会へと突入しました。

また、市内の高齢化率は地区によって格差が大きく、最も若い日の出

４丁目では1.15％に止まっているものの、最も高い美浜３丁目では

38.64％と約34倍の格差となっています。

若いまちである反面、今後は他の自治体には類を見ない速度で高齢化

が進展し、高齢化率の高い地区はますます増えていくことが想定されま

す。

近年、高齢化の進展に備え、高齢になっても地域で元気に暮らせる社

会を実現するため、肉体面の健康だけでなく、地域生活全体を積極的・

創造的なものとしてとらえ、健康維持・増進を図る生活活動を意味する、

「Wellness（ウエルネス）」という考えが提唱されています。
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昨年８月、この考えに賛同し、実践的に取り組んでいる首長が集結し

た研究会である「スマート・ウエルネス・シティ首長研究会」に参加し

ました。

先進予防型社会の構築を目ざし、従来の医療・介護・福祉政策など、

分野ごとの課題解決策ではなく、政策横断的な課題解決方法、特に健康・

医療・福祉政策と都市政策の融合による課題解決を通じて、高齢社会へ

の対応策を検討しているところです。

この共同研究の一環として、「健幸長寿社会を創造するスマート・ウエ

ルネス・シティ総合特区」の区域指定を得て、レセプトや健診データな

どを活用し、健康施策の分析・評価を行い、より効果的な健康づくり施

策の立案に取り組みます。

また、将来の医療費の増加が懸念されることから、健康寿命の延伸を

図るため、より多くの市民が、歩くことを基本にした健康づくりに継続

して取り組めるよう、ＩＣＴを活用した実証実験に取り組みます。

さらに、本市のまちづくりにおける長年の課題についても積極・果敢

に取り組んでまいります。

関東有数の密集市街地を抱えた堀江・猫実地区の半世紀にも渡る再整

備については、堀江・猫実地区Ｂ地区土地区画整理事業において、昨年

の12月15日に新中通りを開通させ、地域の防災力の向上と元町地域の特

性を活かしたまちづくりを行い、高い評価を得ているところです。この

実績を活かし、続けて、みなと線からやなぎ通りまでのＡ地区の再整備

に向け、地権者のご協力をいただきながら、取り組んでまいります。

また、浦安駅周辺の再整備につきましては、昨年、浦安駅前の民間所

有の土地・建物と、新浦安駅前に確保していた2000平方メートルの再開

発用地を交換することで地権者と合意を得ました。

11月には、地権者との間で覚書を交わし、平成26年４月には、正式に

土地交換の契約を締結する予定です。
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浦安駅前については、「浦安駅周辺まちづくり取り組み方針」で示した

ステップ１の事業化に向け、非常に大きな一歩を踏み出すことが可能と

なることから、交換により取得した土地を活用し、交通結節機能の改善

を図るよう検討してまいります。

また、新浦安駅周辺では、新たな拠点づくりを進めるため、地権者の

協力を得ながら、駅前にふさわしい、市民に親しまれる公共施設の整備

に取り組みます。
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【平成26年度当初予算の概要】

次に、平成26年度当初予算の概要について申し上げます。

内閣府の月例経済報告によれば、我が国の実質ＧＤＰは、平成25年１

月から９月までの過去３四半期いずれも、前年比、前期比ともにプラス

に転じています。

また、本年１月には、いわゆるアベノミクスの３本目の矢、成長戦略

の具体的な「産業競争力の強化に関する実行計画」が閣議決定される中

で、政府・日銀の金融緩和策や、国民の景気高揚へ向けた期待感の高ま

りとあいまって、景気回復に向けたトレンドが本格化しつつあります。

しかしながら、４月には消費税８％への引き上げや、欧米諸国での景

気回復の鈍化、また東南アジア新興国などでの経済の伸び悩み、あるい

は政情不安といった、日本経済への懸念材料があることもまた事実です。

こうした状況のもと、間もなく震災から３年が経過する中で、私はこ

の平成26年度を正念場ととらえ、復旧・復興に目処を付けるべき年であ

ると同時に、様々な行政課題の解決に向け、積極・果敢にチャレンジし、

反転攻勢に弾みをつける絶好のタイミングであると考え、平成26年度当

初予算の編成にあたったところです。

平成26年度当初予算案で申し上げますと、歳入面では、市税が前年度

との当初予算ベースで比べ、3.3％の伸びで、額にして12億9,700万円増

となり、過去最大の402億5,800万円の収入を見込んでいます。

一方、歳出面では、一般会計が760億円、前年度に比べて130億円の増

になり、また全会計合わせて、初の1,000億円規模となるとともに、その

財源として、財政調整基金から、少子化対策基金創設のための30億円を

含め、積極的に79億円を繰り入れるなど、予算を組んだところです。

分野別にみますと、少子高齢化を受けた各種対策や、教育施設の整備・

改修などに重点的に予算を配分したことにより、特に民生費が29.9％の

伸び、教育費が44.8％の伸びと、前年度予算と比較して大きく伸びてい

ます。
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また、プロジェクトチームやタスクフォース、さらには任期付職員な

どを積極的に活用し、機動的・効率的な人事・組織運営を図ってまいり

ます。

今後も、長期的な視点に立ち、様々な行政課題に対応していきながら、

都市経営の視点に立って行財政運営に取り組んでまいります。
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【主な施策・事業】

それでは、平成26年度に取り組む主な施策や事業について申し上げま

す。

はじめに、少子化対策についてです。

私は、これまでに今日の少子化問題について、多くの市民からご意見

を伺ってまいりました。

とりわけ多くの女性の意見の底流にある、将来の教育にかかる経済的

な不安と目の前の育児にかかわる時間的な不安を、切実なものとして受

け止めたところです。

こどもを産み育てることが、精神的、身体的、経済的負担とならず、

安心してこどもを産み育てられる環境をつくれるよう、これまで本市で

展開してきた子育て事業を充実・強化するとともに、先駆的な事業を展

開し、出会い、結婚から妊娠、出産、子育てまでの切れ目のない支援に

取り組んでまいります。

特に、少子化対策は、中長期的な視点に立って取り組むことが重要で

あることから、その財源的な措置として、財政調整基金から30億円を繰

り入れ少子化対策基金を創設し、安定的・継続的な事業展開に取り組み

ます。

近年、家庭や地域での子育て力が低下していると言われますが、本市

では、この問題に対して、恵泉女学園大学大学院教授の大日向雅美先生

と白梅学園大学学長の汐見稔幸先生などのご協力を得て、先駆的に取り

組み、子育て・家族支援者養成講座を開催し、本市独自の子育てケアマ

ネジャーの養成を行ってきました。

妊娠届を提出したすべての方に、母子健康手帳の交付を機に、この本

市の子育てケアマネジャーと保健師が、個々の生活環境を踏まえ、母体

の健康や出産、さらには子育ての不安や希望などを考慮しながら、お子

さんの成長にあわせたその時々のタイムリーな子育て情報を交え、「子育

てケアプラン」として定期的に作成し、お子さんが小学校に入学するま

で途切れなく、常に行政と親子がつながりを持てる環境を構築します。
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このため、産前産後のお母さんと、１歳の誕生日を迎えるお子さんに、

それぞれギフトを贈呈し、行政との関わりを強化しつつ、子育て家庭を

支援します。

また、現在、保育園で実施している緊急・一時的な保育ニーズに対応

した一時保育とは別に、子育て中の保護者が、気持ちをリフレッシュし、

子育てに対する閉塞感を和らげ、新たな気持ちで子育てに取り組めるよ

う、簡易な手続きだけで、理由を問わずに、短時間の保育サービスを利

用できる一時預かりを、新たに日の出幼稚園や富岡幼稚園、旧第３教職

員住宅の３か所で開始します。

様々なサービスが受けられ、子育て家庭に好評な子育て支援パスポー

ト事業を開始してから５年目を迎えますが、５年間継続して協賛してい

ただいている事業所に対し、「子育て応援事業所」として表彰を行うとと

もに、子育てを全市で応援するため、協賛事業所の拡大に取り組みます。

また、行政と民間に分かれて提供されている子育て支援にかかわるサ

ービス情報を、子育て真っ最中のお母さんたちが、パソコンやスマート

フォンなどを利用して、官民問わず、幅広く、簡単に入手できるよう、

民間事業者と連携して情報発信ができるポータルサイトの構築に取り組

みます。

さらに、市と民間事業者などと協力して、「うらやす婚活応援プロジェ

クト実行委員会」を組織し、婚活事業に積極的に取り組みます。

また、こどもたちが質の高い保育と教育を一体的に受けられるよう、

新たに認定こども園を明海地区に整備するとともに、市立幼稚園を段階

的に認定こども園へ移行するよう、さらに具現化に向けた検討を進めま

す。

また、施設の老朽化への対応と保育環境の充実のため、浦安駅前に株

式会社ダイエーが整備する複合型施設内に、猫実保育園を一時的に移転

し、既存園舎の大規模改修を行います。

入会児童の増加に伴う施設の狭隘化に対応するため、浦安小学校地区

児童育成クラブの分室整備に向けて実施設計を行うとともに、東小学校

屋内運動場の建替え完了後、同施設内に東小学校地区児童育成クラブを

移設します。
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また、こどもたちがのびのびと自由に遊び、様々な体験や交流を通じ

て、創造性や自主性などを育めるよう、東京ディズニーリゾート開園30

周年を記念して、株式会社オリエンタルランドの寄付を活用し、高洲地

区にある公益施設用地に「（仮称）こどもの広場」を整備します。

これらの取り組みや地域のニーズなどを踏まえ、平成27年度から本格

施行される「子ども・子育て支援新制度」に対応し、市の子育て支援に

関する基本的・総合的な計画である「浦安市子ども・子育て支援事業計

画」の策定に引き続き取り組みます。

次に、健康・福祉施策についてです。

「生涯スポーツ健康都市宣言」の理念を踏まえ、市民の皆様に気軽に

スポーツを楽しんでいただき、生涯に渡って、心身ともにいきいきと明

るく健康に暮らしていただけるよう、運動公園内にサッカーやラグビー

にも利用できる陸上競技場や、アーチェリー場などを整備します。また、

この陸上競技場をメイン会場として、平成26年度の東京ベイシティマラ

ソンを実施します。

また、教育施設の充実を図るとともに、地域の方々が日ごろからスポ

ーツに親しめる身近な運動施設として、東小学校屋内運動場を建替えま

す。

誰もが、住みなれた地域の中で安心して生活できるよう、広域型の特

別養護老人ホームを当代島地区に整備します。

また、認知症を患う高齢者の増加などに起因する、成年後見制度のニ

ーズの高まりに対応するため、親族や専門職後見人に加えて、市民後見

人の養成を図り、支援体制の充実に取り組みます。

発達障がいの小中学生、高校生を中心に、放課後や土曜日などに療育

支援を行うため、青少年サポート事業を新設します。

また、障がいのある人の住まいや日中活動の支援、さらには重度障が

いのある方が地域において自立した日常生活を送ることができるよう、

共同生活援助や生活介護などの施設を運営する民間事業者に、施設の整

備に要する費用の一部などを補助し、民間事業者が参入しやすい環境づ

くりに取り組みます。
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平成27年４月の生活困窮者自立支援制度の円滑な実施に向けて、生活

保護に至る前の段階から生活相談や就労支援などを行い、生活困窮者に

早期の社会的・経済的自立を促すモデル事業に取り組みます。

また、医療保険の適用がない高度な不妊治療を選択せざるを得ない夫

婦の経済的負担を軽減するため、千葉県特定不妊治療費助成事業に準じ

て、治療に要する費用の一部助成を開始します。

さらに、男性にも検査費用の一部を助成することで、夫婦そろって不

妊治療と向き合える環境を整えるほか、病院との相談体制を整備します。

次に、教育施策についてです。

高洲地区の生徒数の増加に対応するため、平成26年４月から高洲中学

校を開校します。

また、児童数の減少により現在６年間クラス替えができない状況にあ

る入船北小学校については、今後も少子化が続くと見込まれることから、

入船南小学校との統廃合を行い、平成27年４月に小中連携・一貫教育を

中心とした新たな魅力ある学校を開校するため、学校施設の改修を実施

します。

さらに、全中学校区において、義務教育９年間で育てたい力を明確に

した重点目標を設定するとともに、就学前から連続した学びの環境が提

供できるよう、幼稚園・保育園・小学校・中学校の連携・協力の下、保

育・教育活動を展開します。

また、コミュニケーション能力を育み、グローバル社会に対応できる

人材を育成するため、教育課程特例校の指定を受けるとともに、ＡＬＴ

の増員や学習プログラムの作成を行うなど、小学校１年生から４年生の

外国語活動の充実を図ります。

さらに、地球温暖化が進む中で、夏場の猛暑や冬の厳しい寒さに対処

し、学習環境の充実を図るため、さらに災害時の避難場所として活用す

ることも視野に入れて、新たに小・中学校の屋内運動場などに、リース

方式でエアコンを全校一斉に設置します。また、青葉幼稚園の施設の老

朽化に伴い、大規模改修を行います。
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また、こどもたちの均等な学習機会を確保するため、学業に必要な授

業料などを支援する奨学金制度について、平成27年度に給付型の導入を

前提としながら、現状の課題整理などを行い、制度の見直しに取り組み

ます。

理科・環境教育や食育などの充実を目指し、施設内で植物の生育に必

要な環境を人工的に制御し、連続的に生産できるシステムを持つ、植物

工場の学校における活用方法の調査・検討を行います。

次に、商業や地域の賑わい、コミュニティの活性化に向けた施策につ

いてです。

商業の振興や消費の拡大を図るため、浦安商工会議所及び商店会連合

会が実施するプレミアム付商品券発行事業を支援します。

また、浦安観光コンベンション協会や浦安商工会議所などとともに、

浦安フェスティバルをはじめとする様々なイベントを開催し、市内外の

交流促進や観光業の活性化を図ります。

新浦安駅前広場の復旧工事に併せて改修整備したステージを活用し、

青少年に人気のあるストリートダンス等に開放するとともに、青少年の

健全育成に努めます。

また、これまでも、国や千葉県の協力を得ながら、河川や海沿いに緑

道の整備を進めてきたところですが、境川河口周辺に新たな海辺の交流

拠点を確保できるよう、関係機関と協議を進めてまいります。

地域コミュニティの中核を担う自治会活動や高齢者のいきがいづくり

や交流活動の拠点として、シーガーデン新浦安自治会集会所とシーガー

デン・日の出クラブ会館を合築により整備します。

また、建設から30年以上が経過した、富岡青葉会館を建替えます。

堀江公民館では、利用者の利便性の向上を図るため、図書館堀江分館

の１階への配置転換や、多目的ホールの防音機能の強化など、大規模改

修を行います。また、富岡公民館では、大規模改修のための実施設計を

行います。さらに、文化会館では、大ホール等の天井やスプリンクラー、

電気設備などの設備改修の実施設計を行います。
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次に、市民生活の充実に関する施策についてです。

核家族化の進行など家族構成の変化に伴う、埋葬への多様なニーズに

応えるため、新たに樹林墓地を整備するとともに、芝生墓所及び樹林墓

地への埋葬についての生前受付を実施します。

また、葬儀の規模に応じた柔軟な施設利用が可能となるよう、斎場内

の式場の一部を改修します。

千葉県から渋谷、新宿、さらに池袋へ直通で行けることは、東京ベイ

エリアのより一層のイメージアップとともに、鉄道利用者の利便性の向

上に寄与することは計り知れません。

そのため、ＪＲ京葉線と東京臨海高速鉄道りんかい線の相互直通運転

の実現に向け、千葉県をはじめ、千葉市などＪＲ京葉線沿線自治体との

連携を深め、ＪＲ京葉線と東京臨海高速鉄道りんかい線、東京メトロ有

楽町線の乗り継ぎ実態や鉄道利用者の経路等を調査します。

また、市内移動のさらなる利便性向上を図るため、東京ベイシティ交

通株式会社と協議しながら、路線バス利用者の乗り継ぎ運賃の負担軽減

に向けて取り組みます。

本市は、県内市町村においても、一般旅券の発給申請件数が高いこと

から、市民の利便性の向上のため、市役所窓口での一般旅券の申請と受

け取りが可能となるよう、引き続き、千葉県に早期の権限移譲を求めて

いきます。

次に、環境施策についてです。

環境への配慮と維持管理費の削減を図るため、市内の街灯を高効率で

長寿命なＬＥＤに転換を図ります。

また、再生可能エネルギー等の利用や省エネルギー化を促進するため、

住宅用太陽光発電システムなどに加え、家庭用燃料電池システム、リチ

ウムイオン蓄電システム、ＨＥＭＳ（ホーム・エネルギー・マネジメン

ト・システム）の設置費の一部を補助します。
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緑化の推進とともに、海からの強風・潮風をやわらげ、高潮発生時の

被害軽減を図るため、日の出地区の海岸線沿いの緑道整備に併せて、公

益財団法人イオン環境財団の支援を受け、市民とともに「浦安絆の森」

を整備します。

次に、防災に関する施策についてです。

新庁舎につきましては、発生が懸念されている首都直下地震において

も、災害時の中枢拠点として機能するよう、免震構造の採用や独自の電

源設備、井戸水の上水利用設備などを導入します。また、建築環境総合

性能評価システムの最高ランク取得を目指し、環境にも配慮した庁舎と

して、平成27年度の完成に向けて建設を進めてまいります。

また、災害時の情報伝達の向上を図るため、防災ラジオの有償配布の

実施や、テレホンサービスの回線拡充による防災行政用無線の補完を行

うとともに、地下水活用システムの導入による飲料水確保や、災害非常

用トイレの整備など、災害対策の基礎となる事業を推進します。

さらに、消防力の強化・充実のため、日の出公民館に隣接する用地に、

「消防署（仮称）日の出出張所」を整備し、平成26年10月に開所します。

次に、市政運営に関する施策についてです。

まず、環境配慮、先進的な防災対策、超高齢化などに対応した新しい

まちづくり、「環境共生都市」の取り組みについては、引き続き、産学官

で構成する「環境共生都市コンソーシアム」と連携して、推進してまい

ります。

また、行財政経営の指針である第２期基本計画を推進するため、第３

次実施計画と第４次行政改革推進計画を策定します。

市民活動団体や自治会など、市民が組織する団体のほか、企業や大学

なども含めた多様な主体との協働や、多様な主体間での協働をより一層

推進するため、第２期市民参加推進計画の策定に取り組みます。
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また、新たな大学との協働として、最先端の科学技術を研究する工業

大学の強みを活かし、こどもたちの科学への関心を高めるとともに、産

業振興やまちづくりなど、多様な分野で連携が図れるよう、千葉工業大

学との包括協定の締結に向けて取り組みます。

市内の多くの公共建築物は、建設から30年以上を経過し、大規模改修

の時期を迎えています。

建築物を良好な状態に保ち、安定したサービスを提供するとともに、

少子高齢化などによる今後の財政状況の変化に備えて、負担を最小化す

るためには、公共施設の経営的管理手法であるファシリティマネジメン

トを早急に導入することが必要です。

そのため、市内各公共建築物の経年劣化や社会的劣化などを把握する

ための調査を行います。

また、東日本大震災からの復旧・復興の状況だけでなく、新たに創出

するまちの魅力や価値を高める取り組みを戦略的・効果的に市内外に情

報発信していくため、シティープロモーションについて研究していきま

す。

最後になりますが、2020年には、46年ぶりに東京でオリンピック、パ

ラリンピックが開催されます。

市内には、舞浜のホテル群を中心に、およそ8,700室を超える宿泊施設

があり、多様なスポーツ施設もあることから、オリンピック、パラリン

ピック関係者や観光客が、本市にも大勢訪れることが予想されます。

本市としては、東京オリンピック・パラリンピックの開催を通じて、

本市とゆかりのある国や地域と市民レベル、自治体レベルでの交流につ

ながるような関わり方を実現していきたいと考えています。
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【結び】

ここに、市政運営についての、私の所信の一端と新年度における主要

な施策の概要を申し上げました。

私が市民の負託を受け、市政を担うようになって、４期16年目を迎え

ました。

この間、新中通り周辺市街地整備事業や猫実五丁目東地区密集住宅市

街地整備促進事業など、元町地域の住環境整備事業の推進や、浦安・市

川市民病院の経営環境の改善、浦安駅前の再開発事業といった長年の課

題に対処するとともに、羽田空港拡張に伴う騒音問題や障害者自立支援

法の改正といった国政レベルの課題に対しても、自らの信念に基づき、

行動してまいりました。

また、東日本大震災の際には、未曾有の液状化被害を受けたにも関わ

らず、災害救助法や災害に係る住家の被害認定基準運用指針では、液状

化による被害を想定していなかったことから、その運用指針の見直しを

求め、液状化現象で被害を受けた首長達と連携し、国や千葉県に対して

働きかけ、見直しを実現させました。

そして今、全国的に人口減少という大きな流れが進む中で、一基礎自

治体である浦安市にとって、先に掲げた少子化問題に対する挑戦一つを

とっても、非常に高い目標であることは間違いありません。

かつて、本市の先人・先輩たちは、悪水放流事件による漁業への大打

撃を受け、数百年に渡って浦安の地で営まれてきた漁業の権利を放棄し、

埋め立て事業による、まちの発展に希望を見出すことを英断しました。

まさに、身を切る思いでの決断であったと推察いたします。

本市の歴史は、そうした先人・先輩たちの苦闘と挑戦の積み重ねであ

り、先人・先輩たちの苦労を思えば、今後のいかなる困難であっても、

乗り越えていくことができると、確信しております。

奇しくも、平成26年は、明治の大合併により、現在の元町地域にあた

る３村が一つになり、この地に浦安の地名が誕生して125年目にあたりま

す。
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この地の歴史を振り返り、長い災害との戦いに思いを馳せ、少しでも

穏やかなまちであって欲しいと、日本書紀の一節から、「うら、やすかれ」

と祈りと願いを込めて、初代村長の新井甚左衛門氏が命名されたと伺っ

ています。

また、日本書紀には「大和は浦安の国」とも記され、日本の美称とも

古称とも言われています。

今、私たちが震災をバネに、単なる復旧に止まらず、新たに日本のモ

デル都市へと挑戦するのも、その源は浦安の原点に端を発していると思

えてなりません。

浦安誕生125周年を機に今一度、「うら、やすかれ」の原点を見つめ直

し、浦安再生と新しい浦安創生の一年とするべく、身を引き締めて市政

運営にあたる覚悟です。

本年の干支は 甲
きのえ

午
うま

ですが、気学では「 甲
きのえ

」は「大木の芽が、今、ま

さに伸びようとする様」を表し、「新しい時代がいよいよ動く時」とされ

ています。「午
うま

」は、今までの流れに逆らい「新しい動きが出てくる様」

を表しているようです。

震災から３年が経過しようとしている今、まさに新しい時代をつくる

べく、果敢に挑戦するにふさわしい年であると、確信しています。

最後に、議会並びに市民の皆様のご理解とご協力を改めてお願い申し

上げまして、平成26年度の施政方針とさせていただきます。

平成 26 年２月 21 日

浦安市長 松 崎 秀 樹


